










研究目的 

以上より,多動児に関する臨床研究の数少ない日本において,中枢刺激剤の有効性,安全性

を検討することは臨床上重要なことであり,さらに臨床知見の少ない pemoline については,

その臨床上の有用性から見ても,有効性・安全性に検討を加えることは意義深いことと思わ

れる。また,臨床研究を薬物の血中濃度との関連で行なうことは,この分野における研究が

端緒についたばかりという現状では,極めて意味のあることと考えられる。 

そこで私達は,pemoline の多動児における認知面行動面への効果を血中濃度と関連させて

検討すること,Pemoline の有効濃度範囲および副作用出現範囲を検討すること,single 

dose study によって薬物動態と臨床効果の推移を検討することなどを目的とした臨床研究

を計画している。 


